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「安全・安心を守る施設づくり」

「コンパクトな施設づくり」

職員駐車場と来校者駐車場は分離配置します。

＊敷地下敷き図面は、施設台帳のトレース図の為縮尺等に差異があります。

稲築東中学校区の配置計画(案)について

配置計画の適正

ｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの配置

明確な配置計画

地域交流の居場所づくり

日常安全性の配置計画

駐車場の配置計画

学校管理エリア内に来校者駐車場が配置されて混合します。
ﾒｲﾝｸﾞﾗｳﾝﾄﾞへ校舎の東側より接続
ｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの配置 無し

来校者は正門より接続します。
来校者駐車場は校舎から離れ、2ヵ所に分離します。
敷地外より学校活動の見通し可能です。

学校管理エリア外に来校者駐車場が配置できるため、エリア分け可能です。
ﾒｲﾝｸﾞﾗｳﾝﾄﾞとｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞへ校舎の北側より接続
校舎北側に配置（35m×60m）　

来校者は正門より接続します。
来校者駐車場は校舎に近接し、1ヵ所に集約します。
敷地外より学校活動の見通し可能です。

校舎、体育館、武道場、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞのバランス良い配置とします。

地域住民が気軽に教育活動にふれられる施設とします。

災害避難所として機能する施設とします。災害時に救援車両の進入や防災倉庫の設置など

イ メ ー ジ 図  Ａ 案 イ メ ー ジ 図  Ｂ 案

校舎東側に低学年用観察園を確保 校舎南側に低学年用観察園を確保

来校者駐車場と学校開放施設は集約します。 来校者駐車場と学校開放施設は集約します。

立寄りやすい配置計画

来校者の車両動線と児童生徒の歩行動線が交差します。 来校者の車両動線と児童生徒の歩行動線は分離します。　

１

地域住民が親しみやすい施設とします。学校開放施設として想定される施設（体育館、武道場、図書室など）

来校者動線を限定し全体把握が可能です。（管理しやすい）

職員駐車場と来校者駐車場は分離配置します。

来校者動線を限定し全体把握が可能です。（管理しやすい）

「地域ｺﾐｭﾆﾃｨの拠点となる施設づくり」

「地域住民の集いの場となる施設づくり」
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観 察園 車寄せ低学年用

観察 園
低学年用

体育館（改修)

200mﾄﾗｯｸ

防球ﾈｯﾄ

100m直走

武道場（改修)

メイングラウンド

68m×100m

東門

防球ﾈｯﾄ
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東門

ｻｯｶー
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西門

正門

学童保育（新築）

野球
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学童保育
武道場（新築)

正門

体育館（改修)

62m×90mｻｯｶー

職員駐車場
職員駐車場

サブグラウンド

35ｍ×60ｍ

来校者駐車場

来校者駐車場

来校者駐車場

小中学校棟

小中学校棟

低学年用観察園

車両出入口

歩行者出入口

敷地境界線

外部通抜け位置
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＊敷地下敷き図面は、施設台帳のトレース図の為縮尺等に差異があります。

稲築東中学校区の配置計画(案)について

明確な動線計画

「コンパクトな施設づくり」

ｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの配置

配置計画の適正

日常安全性の配置計画

地域交流の居場所づくり

「安全・安心を守る施設づくり」

駐車場の配置計画

学校管理エリア内に来校者駐車場が配置されて混合します。
ﾒｲﾝｸﾞﾗｳﾝﾄﾞへ校舎の西側より接続
ｻﾌﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの配置 無し

来校者は正門より接続します。
来校者駐車場は校舎から離れ、2ヵ所に分離します。
敷地外より学校活動の見通し不可能です。

校舎、体育館、武道場、ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞのバランス良い配置とします。

地域住民が気軽に教育活動にふれられる施設とします。

災害避難所として機能する施設とします。災害時に救援車両の進入や防災倉庫の設置など

イ メ ー ジ 図  Ｃ 案

校舎東側に低学年用観察園を確保

来校者駐車場と学校開放施設は集約します。

立寄りやすい配置計画

職員駐車場と来校者駐車場は分離配置します。
来校者の車両動線と児童生徒の歩行動線が交差します。

２

地域住民が親しみやすい施設とします。学校開放施設として想定される施設（体育館、武道場、図書室など）

来校者動線を限定し全体把握が可能です。（管理しやすい）

「地域住民の集いの場となる施設づくり」

「地域ｺﾐｭﾆﾃｨの拠点となる施設づくり」
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観 察 園
低学年用

小中学校棟

西門

防球ﾈｯﾄ

武道場（改修)

200mﾄﾗｯｸ

メイングラウンド

東門

68m×100mｻｯｶー

体育館（改修)

正門

学童保育（新築）

来校者駐車場

野球

100m直走

職員駐車場

職員駐車場

来校者駐車場

敷地境界線

歩行者出入口

車両出入口

低学年用観察園

外部通抜け位置
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のイメージ図□校舎

３

構成
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〈各階ゾーニングの考え方〉
１　小学校、中学校が独立性を保ちつつ、学校・地域と協働しやすい構成とする。
２　小・中学校の交流、連携のための「交流ｽﾍﾟｰｽ（ﾎｰﾙ)｣を小中一体型校舎の中心に配置し、共有可能な指導や特色ある教育活動を推進する。
３　小中一体型校への移行により、学校間の交流、連携を行いやすくするため、施設全体をｺﾝﾊﾟｸﾄに集約し、配置する。

□　稲築東中学校区の階層の イメージ図断面

・学年会議や各種委員会等の会議室を配置

・理科教室等中学校の使用頻度の高い特別教室は一部高層階に配置

・特別教室は小中学校の共有できる配置

・中学校は小学校との単位時間 1単位時間数の違い（中学校50分、小学校45分）の違いなど
　運用面、管理面から階層により区分

・相互利用頻度の高い特別教室を中層階に集約し、異学年間の交流、連携を促す配置

・低層階又は中層階に小・中学校の交流が図れる多目的ホールを配置

・中層階に小学校中学年・高学年を配置し、中学生を意識できる空間

・外国語等を身近に学べる教室配置

・利便性の高い図書室、多目的室の配置

・給食室は自校給食による車両搬出入を考慮し、低層階に配置

・主体的な活動をサポートできるギャラリーを配置

・管理諸室は全体が見渡せる配置

・職員室の共有、情報共有できる配置

・小学校低学年が専用庭で植物観察できる配置

管理諸室 小学校低学年

中学校 特別教室

小学校中学年・高学年 特別教室

給 食

高層階

中層階

低層階

図 書
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